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緒言 

浦和レッズがアジアチャンピオンになり、鹿島アント

ラーズが史上初の 10 冠を達成した 2007 年。このよう

な盛り上がりの一方で、大宮アルディージャが観客動

員に苦しんでいる。Ｊ１に昇格した 2005 年度は１試合

平均 9980 人、2006 年度は 10234 人、そして 2007 年

度は 11741 人と徐々に増えてはいるものの、目標の

12000 人には届かず、リーグ全体で見ても 18 チーム

中 17位という結果であった。今後、大宮アルディージ

ャの観客動員の向上、経営課題の克服のために必

要なことは何か。 

本研究では、大宮アルディージャのファンを対象

に調査・分析を行い、入場者数の増加に影響を与え

る要因について明らかにしたい。2007 年、大宮アル

ディージャが主に使用したさいたま市駒場スタジアム

が提供するサービス・施設項目に注目し、スタジアム

が提供するサービス・施設項目に対してファンが抱い

ている重要度と満足度を測ることで、特に、観戦者に

とって重要度が高いにも関わらず満足度の低いスタ

ジアムサービス・施設項目に注目し、大宮アルディー

ジャの経営課題を明らかにするための基礎的資料を

得て、来年以降使用予定であるＮＡＣＫ５スタジアム

大宮に向けて提言を行いたいと考えている。2007 年

15 位と低迷した大宮アルディージャにとって、入場料

収入をチーム強化につなげていくことは急務であり、

チームの経営安定、成績向上に必要不可欠であると

いえる。 

より多くの集客を実現させるためには、ファンのニ

ーズに的確の応えることが必要である。よって本研究

は、大宮アルディージャがＮＡＣＫ５スタジアム大宮で、

より多くの集客を実現させるためのマーケティング戦

略の基礎データとなることを目的とする。 

 

研究方法 

・ 調査対象 

２００７年１０月２０日 

Ｊリーグ・ディビジョン１第２９節 

大宮アルディージャ vs.サンフレッチェ広島 

（さいたま市駒場スタジアム：入場者数１１０３８人） 

・ 調査方法 

調査員による訪問留置法の質問紙調査 

・ データの処理方法 

ＳＰＳＳ 14.0J for Windows を用いて分析 

・ 調査項目の決定 

本研究においては、2007 年大宮アルディージャが

主に使用したさいたま市駒場スタジアムが提供する

サービス・施設項目に注目する。スタジアムサービス・

施設項目については、主に東京体育館と日産スタジ

アムの設備・サービスに関する質問項目を参考にし

た。 

・ 分析方法 

本研究では、戦略的満足度マトリクスを用い、特に、

全体の平均と比較して重要度が高いのにも関わらず、

全体の平均と比較して満足度の低いカテゴリーに位

置する、「改善努力を集中させるべき項目」について

明らかにし、自由回答と合わせて来年以降使用予定

のＮＡＣＫ５スタジアム大宮の今後のスタジアムサー

ビスについて提言していきたいと思う。 

 

結果・考察 

データ分析と観戦回数別戦略的満足度マトリクス

の比較・検証により、以下のことが明らかになった。 

（１） 大宮アルディージャサポーターにとって、重要

度が高く、満足度が低い項目は、「チームの成

績」、「レベルの高いプレー」、「会場までの交通

の便」であった。 

（２） 「会場までの交通の便」の項目に関しては、最

寄り駅からの交通が不便であるということに加え

て、駒場スタジアムに駐車場が設置されておら

ず、車での来場が許されていないためということ

が推測される。駐車問題の解決は、入場者数の

増加に直接大きく寄与するものと考えられる。 

（３） その他の項目として、大宮アルディージャサポ

ー タ ー 全 体 、 Medium Consumers 、 Heavy 

Consumersの戦略的満足度マトリクスの「改善努

力を集中させるべき項目」に見られたのが、「トイ

レの清潔さ」と「トイレブース、便器の数」という項

目であった。この問題については、実際プロ野

球の西武ライオンズが本拠地のグッドウィルドー

ムにおいてトイレの改修を発表（西武鉄道株式

会社，２００７）したように、スタジアムサービスに

おいて重要な項目であると考える。 

 
 


